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参考資料集

地域包括ケアシステム維持のためのICTの活用に関する研究会参考資料集

・資料１：地域包括ケアシステムの構築について
・資料２：東北地方における人口減少(全国と東北６県の比較)
・資料３：東北地方において人口減少が特に著しい市町村（上位１０市町村）
・資料４：公共交通機関の減少
・資料５：利用者の少ない線区の経営情報
・資料６：２０３６年時点における医師不足数等
・資料７：２０２５年の看護職員需給推計
・資料８：第8期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数
・資料９：サービスへの物理的アクセスの困難化
・資料10：ICTの活用場面



いつまでも元気に暮らすために･･･

生活支援・介護予防

住まい

地域包括ケアシステムの姿

※ 地域包括ケアシステムは、おおむね３０
分以内に必要なサービスが提供される日
常生活圏域（具体的には中学校区）を単
位として想定

■在宅系サービス：
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護
・小規模多機能型居宅介護
・短期入所生活介護
・福祉用具
・24時間対応の訪問サービス
・複合型サービス
（小規模多機能型居宅介護＋訪問看護）等

・自宅
・サービス付き高齢者向け住宅等

相談業務やサービスの
コーディネートを行います。

■施設・居住系サービス
・介護老人福祉施設
・介護老人保健施設
・介護医療院
・認知症対応型共同生活介護
・特定施設入居者生活介護

等

日常の医療：
・かかりつけ医、有床診療所
・地域の連携病院
・歯科医療、薬局

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等

・地域包括支援センター
・ケアマネジャー

通院・入院
通所・入所

病院：
急性期、回復期、慢性期

病気になったら･･･

医 療 介護が必要になったら･･･

介 護

■介護予防サービス

地域包括ケアシステムの構築について

○ 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らし
い暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される
体制（地域包括ケアシステム）の構築を実現。

○ 今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるためにも、地域包
括ケアシステムの構築が重要。

○ 人口が横ばいで７５歳以上人口が急増する大都市部、７５歳以上人口の増加は緩やかだが人口は減少する
町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差。

○ 地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、地域の
特性に応じて作り上げていくことが必要。
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（資料１）



3
出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」を加工して作成

〇東北地方における人口減少等

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年
全国 125,325 122,544 119,125 115,216 110,919 106,421 100.0 97.8 95.1 91.9 88.5 84.9

青森県 1,236 1,157 1,076 994 909 824 100.0 93.6 87.1 80.4 73.5 66.6

岩手県 1,224 1,162 1,096 1,029 958 885 100.0 94.9 89.5 84.0 78.2 72.3

宮城県 2,296 2,227 2,144 2,046 1,933 1,809 100.0 97.0 93.4 89.1 84.2 78.8

秋田県 956 885 814 744 673 602 100.0 92.6 85.2 77.8 70.4 62.9

山形県 1,072 1,016 957 897 834 768 100.0 94.7 89.3 83.6 77.7 71.7

福島県 1,828 1,733 1,635 1,534 1,426 1,315 100.0 94.8 89.5 83.9 78.0 71.9

県
総人口（1,000人） 令和２（2020）年の総人口を100としたときの総人口の指数

（資料２）



4出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」を加工して作成

〇東北地方において人口減少が著しい市町村（上位１０市町村）

（資料３）



（資料４）

〇公共交通機関の減少

（出典）令和４年度第１回（第２０回）交通政策審議会交通体系分科会地域公共交通部会資料 5



（資料４）

〇公共交通機関の減少

（出典）令和４年度第１回（第２０回）交通政策審議会交通体系分科会地域公共交通部会資料 6



（資料５）

〇利用の少ない線区の経営情報
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（資料５）
〇利用の少ない線区の経営情報
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（資料５）〇利用の少ない線区の経営情報
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（資料６）

〇2036年時点における医師不足数等
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（資料６）

〇2036年時点における医師不足数等

（出典）厚生労働省「医療従事者の需給に関する検討会 医師需給分科会第４次中間取りまとめ」 11



（資料７）
〇2025年の看護職員需給推計

（出典）厚生労働省「医療従事者の需給に関する検討会看護職員需給分科会
中間とりまとめ」
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（資料８）

〇第8期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数
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（資料８）

〇第8期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数

（出典）厚生労働省「第８期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について」
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（資料９）

〇サービスへの物理的アクセスの困難化
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1  介護サービスの利用申請、相談（利用者⇔市町村等）

<ICT活用の場面>

オンラインによる要介護認定申請

遠隔機器による認定調査

オンラインによるケアプラン作成
※居宅介護支援事業者、地域包括支援センター

出典:厚生労働省HP
16

（資料10）
〇 ＩＣＴの活用場面



要
介
護
認
定
の
申
請

2 サービス利用（利用者⇔サービス提供者）
（1）在宅サービス

① 訪問介護
<ICT活用の場面>

オンラインによる申込み

オンラインによる関係者の連携

介護ロボットの活用による介護
（パワーアシストによる移乗支援、

入浴支援等）

市町村等

利 用 者

サービス提供事業者

認
定

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
依
頼

訪
問
・
説
明

契
約

サ
ー
ビ
ス
提
供

〇食事・排泄・入
浴などの介護

〇掃除、洗濯、買
物などの生活援助
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（資料10）



② 訪問看護

出典:公益社団法人山形県看護協会HP

<ICT活用の場面>

オンラインによる申込み

オンラインによる関係者の連携

訪問看護は、利用者が可能な限り自宅で自立した日常生
活を送ることができるよう、利用者の心身機能の維持回
復などを目的として、看護師なとが疾患のある利用者の
自宅を訪問し、主治医の指示に基づいて療養上の世話や
診療の補助を行う。

介護ロボットの活用による看護
（機器による見守り、通報）

遠隔からの医師の指示による看護
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（資料10）



<ICT活用の場面>

オンラインによる医師への診療に必要な情報
を提供

オンラインによる診察、患者への指示

③ 在宅診療

出典:令和4年3月15日
第5回デジタル田園都市国家構想実現会議 厚生労働省資料
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（資料10）



<ICT活用の場面>

オンラインによる医師への診療
に必要な情報を提供

オンラインによる診察、患者への
指示

④ 医療MaaS

出典:伊那市HP

医療品等を搭載した車両に運転手＋看護師が同乗し患者宅へ向かい、
患者と病院にいる医師をテレビ会議システムでつなぎ、車内で診療を
行う。
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（資料10）



⑤ 在宅遠隔見守り

<ICT活用の場面>

オンラインによる見守り者との
体調等情報共有、相談等

出典:厚生労働省HP 21

（資料10）



出典:国立開発研究法人日本医療研究開発機構 介護ロボットポータルサイト

⑥ 在宅における介護ロボットの利用

<ICT活用の場面>

ドローンによる医薬品等の宅配⑦ 宅配

<ICT活用の場面>

・異常検知
・異常発生時の緊急連絡
・高齢者への声掛け 等
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（資料10）



（2）通所サービス

通所介護

施設での食事や入浴などの日常生活上
の支援、生活機能向上のための機能訓練、
口腔機能向上サービスなどを日帰りで提
供。生活機能向上グループ活動などの高
齢者同士の交流。

<ICT活用の場面>

オンラインによる申込み

利用者の情報共有

オンラインによる指導

介護ロボットの活用による支援
・移乗支援
・移動支援
・入浴支援

等
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（資料10）



① 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）
<ICT活用の場面>

介護ロボットの活用による支援
・移乗支援
・移動支援
・排泄支援
・見守り・コミュニケーション
・入浴支援
・介護業務支援（情報の収集・蓄積・活用）

（3）施設サービス

② 介護老人保健施設

※ この他、施設という物理的側面からみると、グループホーム、有料老人ホーム、サ高住、
ケアハウスなどがあります。
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（資料10）



出典:厚生労働省HP

（参考）ロボット技術の介護利用における重点分野
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（資料10）



出典:厚労省HP

① 在宅医療と介護の連携（全体像）
3 関係者の情報共有（サービス提供者⇔サービス提供者）

<ICT活用の場面>

各場面でのオンラインによる
関係者の連携

26

（資料10）



② 医療と医療の連携（専門医による遠隔診療サポート・患者情報の共有）

出典:令和4年3月15日
第5回デジタル田園都市国家構想実現会議 厚生労働省資料

<ICT活用の場面> オンラインによる医師間の情報の共有、施術の実施
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（資料10）



① 介護サービス事業者の指定（許可）申請

介護保険法に基づく居宅サービス事業者、居宅介護支援事業者、介
護予防サービス事業者及び介護保険施設の指定（許可）を受けるた
めの申請

申請 審査 指定
（許可）

行 政

サービス提供者

4  サービス提供者の行政との手続き（サービス提供者⇔行政）

<ICT活用の場面>

オンラインによる申請・審査
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（資料10）



② 介護保険施設・事業者に対する指導監督

行 政

介護保険施設・事業者

行政指導
（集団指導・
運営指導）

不正等の疑い
が発覚すれば
監査へ移行

監 査

<ICT活用の場面>

オンラインによる遠隔指導

遠隔機器による事実関係等調査
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（資料10）


